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消費者の食品に求める価値とは 
 

１．おいしさや安全性だけでなく、「倫理的消費」に代表されるように消費者は様々な価値を自身の

購入する食品に求めるようになっています。そうした中で、消費者がどのような価値を食品に求

めているのかを測る研究が様々な国で行われるようになってきています。 

 

２．パンデミックのような大きな出来事はこうした価値評価にも影響を与えると言われているため、

消費者モニターの調査を継続的に行うことで、どのように価値評価が変化するのかを追いました。 

 

３．2020 年 1 月時点（図 1）では、日本の消費者は過去の研究で計測された欧米の消費者と比較し

て、「その他」に含まれる産地や見栄えを重視する傾向が強く、倫理的な価値についてはそれほど

関心が高くありませんでした。そうした中で、2021 年 3 月になると栄養や風味の値が減少し、倫

理的な価値の値が上昇する傾向が見られました（図 2）。ただし、現在継続中の研究では、物価上

昇の影響もあって価格を重視する傾向が強まっていることも見えつつあります。 

 
図１ 各国の消費者の購買する食品に求める価値 

 

 

図 2 日本の消費者の購買する食品に求める価値の変化（上位 4 項目＋倫理的な価値） 
注．パーセントは各価値の相対的重要性を表す Share of preference の推定値である。 
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